










Julie Nelson Davis, Partners in Print:









aro and the Spectacle of B
eauty （
Reaktion B




ai’i Press, 2007 ）
に続いて著した二冊目の浮世絵研究書となる︒















avis, Partners in Print: A
rtistic C













出版物が︑版元・絵師・依頼主・妓楼 どのよう 共同作業によって成立したのかを論じる︒彼らによって描かれた遊女の姿は︑当然ながら現実そのものではなく︑遊女のイメージ戦略のため作り上げられたものである︒著者は﹃吉原細見﹄といった同時代の資料と付き合わせることで︑絵の中に組み込まれているコードを読み解き︑調度品や衣装など 細部にまで遊女のステータスの
区別が付けられていることを明らかにする︒　
第三章では︑春画﹁袖の巻﹂をまず形式から論じていく︒巻軸
に仕立てられた横長の春画が︑実際にどのように鑑賞されるのか︒その鑑賞方法が読者の読み方を演出していると指摘する︒また︑春画という︑絵師名も版元名も明記されない地下出版物であ﹁袖の巻﹂の制作者について︑ （一）表現のスタイル︑ （二）製品の質︑ （三）活動のパターンから︑絵師を鳥居清長︑版元を西村屋与八と同定した︒絵師についてはこ までの研究でも とされてきたが︑それを丁寧な考証 よっ 裏付けた考察である︒ かし︑望むならば消費者側の実態についてさらに踏み込んだ考察があればと思う箇所もあった︒例えば春画 制作︑販売︑流通に関しては上野千鶴子の研究を引きながら︑ れらが男性の間で行われており︑市場に女性 存在はなかっ と前提して﹁袖の巻﹂の解釈を行っているが︑近年︑アンドリュー・ガーストル﹃江戸をんなの春画本﹄
（二〇一一）
をはじめとしたいくつかの研究によって︑
春画を女性も楽しんでいた事例が報告されている 女性も読者と想定した時︑ ﹁袖の巻﹂の読み解きも変わるのではないだろ か︒　
また︑著者は特定の時代・地域で制作され︑享受された春画を










と﹂ ︑あるいは﹁その作品の隣に何があったのか︑前後に何があったのかを視野に入れる必要性﹂である︒著者は︑博物館や美術館のストレージで絵師別に保管されている浮世 現代 分類から解き放ち︑作品 当時の社会へと組み直して読み解 ことを実践した︒絵師︑作者︑版元のコラボレーションに重点を置いて 浮世絵を総合的に考察することで各章 おいて新たな研究の展望を提示している　
本書は︑浮世絵や近世文芸を研究する研究者や学生に強くすす
めたい一書である︒それゆえ 些細な点 は が︑絵師︑版元名︑作品名に日本語表記は必要だっ ではないか︒レファレンスとしてはもちろんのこと︑単体でも組合せ も重層的な意味合
いを持つ漢字という情報はそれこそ作品を読み解く重要な文脈の一つといえるだろう︒　
著者は現在﹁コンテクスト﹂をテーマとして次の浮世絵研究を
進めていると う︒浮世絵を複眼的に検証する著者の新たな問題提起を楽しみに待ちたい︒
